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One brand 
for the world.

10月1日、「株式会社森精機製作所」から「DMG森精機株式会社」へ

この度　株式会社森精機製作所は、2013年10月1日をもちまして、‌

「DMG森精機株式会社」（DMG MORI SEIKI CO.,LTD.）に社名を変更しました。‌

また、2009年より業務提携しております「GILDEMEISTER AKTIENGESELLSCHAFT」も‌

「DMG MORI SEIKI AKTIENGESELLSCHAFT」に社名を変更し、両社の社名を統一しました。

工作機械業界では類を見ない、よりイノベーティブな製品をご提供するため、森精機と‌

ギルデマイスターの両社は協業関係をさらに強化します。伝統によって築かれた精度や技術を‌

充実させ、世界中のお客様により信頼されるパートナーになりたいと考えています。

DMG森精機株式会社
取締役社長  森 雅彦

DMG MORI SEIKI AKTIENGESELLSCHAFT
CEO DR. RÜDIGER KAPITZA
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■連結中間（当期）純利益

30億円
前年同期比

24億円 増

切削型工作機械の総合メーカーとして、‌

DMG森精機は常にものづくりの原点を支えてきました。

その歩みは、常に変革と挑戦の歴史でもありました。

そして今、私たちが目指していること。それは、お客様に‌

とって一番の工作機械メーカーになることです。

最高の技術とサービスを絶えず追求し、工作機械の‌

新しい価値を、無限の可能性を、‌

世界中のお客様へお届けしてまいります。

お客様にとって一番の 
工作機械メーカーであること。
それが私たちの 
グローバルワンです。

取 締 役 社 長
工 学 博 士 森　雅彦
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ごあいさつ



■ 当中間期の取り組みと課題
9月にドイツで開催された「EMO Hannover 2013」では、新開発の

オペレーティングシステム「CELOS」や新デザインコンセプト仕様の15台の
機械を世界で初めて公開し、高い注目を集めました。出展企業中最大の
ブースに、DMG MORI SEIKI AGと共に両社あわせて95台の工作機械を
出展し、約２万名のお客様にご来場いただきました。「CELOS」は両社の
新機種全てに搭載可能であり、「CELOS」を搭載した機械は2014年4月
以降、出荷を開始する予定です。新デザインコンセプトは機能性や使い
やすさ、耐久性を進化させ、両社の機種統合が一目で分かるものとなります。
また、9月より中国・天津市で操業を開始している天津工場のグランド

オープンを、10月18日に行いました。天津工場は2012年11月にグランド
オープンした北米工場に次ぐ海外製造拠点で、中国のお客様へお納めする
横形マシニングセンタをはじめ、鋳物の加工拠点としても重要な拠点となります。
今回の操業開始により、欧州・北米・日本・中国の世界4極での生産体制が
さらに強化されることになります。ロジスティクスコストの低減と納期短縮を
図り、お客様によりよい製品とサービスを提供してまいります。
生産面では、2013年12月より伊賀事業所でDMG MORI SEIKI AGの

「DMU50」の生産を開始する予定です。今後も相互生産や共同開発に力を
入れてまいります。
また、2014年に開設予定の東京ソリューションセンタの建設が順調に
進んでおります。東京ソリューションセンタでは、1階にグローバル展示場を
併設し、両社製品を合計約30台展示するほか、新しい加工技術をお客様と
共同開発する場となります。首都圏のみならず、東北地方やアジアからの
お客様もサポートするため準備を進めてまいります。

■ 配当について
第66期の中間配当につきましては、当社の業績と経済情勢を勘案し、1株

あたり10円を12月2日からお支払することといたします。利益配分につき
ましては、将来の事業計画、業績、財務状況、新製品や新技術を中心とした
開発投資及び設備投資の充実などを総合的に考慮し、安定的かつ継続的に
配当を実施していくことを基本方針としております。
株主の皆様におかれましては、引き続き変わらぬご支援とご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。
2013年12月

株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、心よりお礼申し上げ
ます。ここに第66期中間期（2013年4月1日から2013年9月30日
まで）の株主通信をお届けするにあたり、ごあいさつ申し上げます。

■ 社名変更について
2013年10月1日、株式会社森精機製作所は「DMG森精機株式会社」に

社名を変更いたしました。それに伴い、コーポレートマーク・ブランドロゴも
一新しております。
あわせて2009年より業務提携をしておりますGILDEMEISTER 

AKTIENGESELLSCHAFTも「DMG MORI SEIKI AKTIENGESELLSCHAFT」
（以下、DMG MORI SEIKI AG）に社名を変更し、両社の社名を統一いたし
ました。
DMG MORI SEIKI AGとの資本・業務提携については、8月に同社が

新たに発行する株式を引受け、その対価として、当社の子会社である株式
会社マグネスケール(以下、マグネスケール)と、当社の孫会社であるDMG 
Mori Seiki Manufacturing USA Inc.(以下、DMSM)の株式を譲渡し、
また9月には同社の新株発行を引受けました。この資本参加により、マグネ
スケールは共同で技術開発を進め、お客様層を広げることで将来の事業の
拡大を図り、DMSMは北米市場の好調な環境の中で、DMG MORI SEIKI 
AGからの生産技術の協力のもと、安定した生産体制の立ち上げを図って
まいります。
DMG MORI SEIKI AGとの協業関係をさらに強化し、世界に広がるネット

ワークを活用することにより、今後もお客様のご要望に的確にお応えいたします。

■ 事業の経過及び成果
当中間期の引合・受注の環境は、日本工作機械工業会が発表した2013年

1月から9月の工作機械受注実績が前年同期比で14.9%減少しましたが、
当社グループにおいては、米州を中心とした好調な需要に加え、国内や欧州に
おいても回復の兆しもあり、引き続き高水準の受注が期待できるものと考えて
おります。こうした状況のもとで、連結売上高は76,766百万円、連結営業
利益は3,452百万円、連結経常利益は3,479百万円、連結四半期純利益は
3,026百万円となりました。
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航空・宇宙・船舶

ブリスク

自動車・バイク

シリンダブロック

建機

建機部品

電機・通信・半導体

ハウジング（真空ポンプ）

織機・繊維機械

コア

農業機械

ギヤシャフト

医療

人工骨

私たちの生活は衣食住に加えて、移動する、通信する、‌

健康に暮らすなどの行動で成り立っています。

そしてその全ての人間活動に工作機械は欠かせません。

一見関係ないように思える身近な日用品も、‌

実はもとをたどれば工作機械が関わっています。

CNC旋盤
NLXシリーズ

立形マシニングセンタ
DMCシリーズ
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豊かな暮らしを支える工作機械
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NEW:
End of 2014

18
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1 Pfronten（ドイツ） 2 Idar-Oberstein（ドイツ） 3 Seebach（ドイツ） 4 Pleszew（ポーランド） 5 Bielefeld（ドイツ） 6 Tortona（イタリア）

7 Bergamo（イタリア） 8 Shanghai（中国） 9 Plan:Ulyanovsk（ロシア） 10 奈良 11 伊賀 12 千葉

13 太陽工機,長岡 14 DIXI, Le Locle（スイス） 15 Tobler,Louvres（フランス） 16 Davis（アメリカ合衆国） 17 マグネスケール,伊勢原 18 Tianjin（中国）

DMG MORI SEIKI AG production sitesDMG MORI SEIKI CO., LTD. production sites
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グローバルネットワーク



9月16日～21日の6日間、ドイツ・ハノーバー国際見本市会場で‌

EMO 2013が開催されました。

DMG MORI SEIKIはホール2を借り切り‌

出展企業中最大のブースを出展し、‌

世界初公開となる18機種を含む合計95台の‌

最新鋭工作機械を展示しました。

両社の共同開発による新オペレーティングシステムと‌

新デザインコンセプトも世界で初公開し、‌

連日ブースは多くのお客様で賑わいました。

新デザインコンセプトは、オペレーターを最優先に考えて

設計されました。窓のサイズを大きくして視認性を向上

したほか、外観も綺麗な状態で使い続けていただく

ためにカバーの耐久性と安全性も向上しています。

「CELOS」はDMG MORI SEIKIが共同で開発した

新オペレーティングシステムです。ディスプレイには

ワイドな21.5インチと15.6インチのタッチパネルを採用

しています。機械の操作状況に応じてボタン表示の

切替が可能など、直感的な操作を提供し、従来タイプの

操作パネルよりも操作性を格段に向上させました。

EMO Hannover 2013
新デザインコンセプト ＆ オペレーティングシステム 
“CELOS”を世界初公開

DMU 80 P duoBLOCK®
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X class は、Nシリーズに対してお客様からいただいた数千件の

ご要望を機械の隅々にまで反映し、高精度・高品質・高信頼性を

実現、かつ投資価値のある優れた機械です。

2010年9月に第1弾として高剛性・高精度CNC旋盤NLX2500を

市場に投入して以来、高速・高精度へのニーズにお応えすべく、

機種バリエーションを拡大してまいり、2013年4月で累計受注

台数5,000台に至りました。

生産能力の拡大や開発人員の増強に伴い、伊賀事業所における

女性社員も年々増加しています。快適な生活環境を確保する

ため、三重県伊賀市の伊賀

事業所に女性社員専用寮を

建設いたしました。

次世代マシン “X class” 
受注累計5,000台突破

女性社員専用寮が完成

DMG MORI SEIKI は、7月2日からドイツ・ライプチヒで開催

されました 第42 回 技 能 五 輪 国 際 大 会（WorldSkills 

Competition - Leipzig Germany 2013）を、オフィシャル

サプライヤーとしてサポートいたしました。2007年の第39回

大会より4大会連続での選出となります。今回は当社の

パートナーであるDMG MORI SEIKI AGより、合計43台を

提供しました。

技能五輪 
国際大会に協賛

10月18日に中国政府関係者をお招きし、テープカットを行いました。

天津工場は、2012年に操業を開始した北米工場（アメリカ合衆国・

Davis）に次ぐ海外製造拠点となり、世界4極体制がさらに強化

されました。中国のお客様にお納めする横形マシニングセンタを

生産するほか、鋳物を加工して日本・米国の工場へ供給します。

ロジスティクスコストの低減と納期短縮を図り、お客様によりよい

製品とサービスを

提供してまいります。

NLX2500/500

天津工場グランドオープン
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▪連結損益計算書 （単位：百万円）

科　目 前中間期 当中間期
自 2012年4月 1 日
至 2012年9月30日

自 2013年4月 1 日
至 2013年9月30日

売上高 73,564 76,766

売上原価 51,654 51,679

売上総利益 21,910 25,087

販売費及び一般管理費 20,015 21,634

営業利益 1,895 3,452

営業外収益 459 944

営業外費用 2,243 917

経常利益 110 3,479

特別利益 429 3,826

特別損失 31 3,583

税金等調整前四半期純利益 508 3,722

四半期純利益 636 3,026

▪連結貸借対照表 （単位：百万円）

科　目 前　期 当中間期

2013年3月31日現在 2013年9月30日現在

流動資産 74,739 78,222

固定資産 111,914 128,139

有形固定資産 62,788 65,180

無形固定資産 5,912 5,153

投資その他の資産 43,213 57,806

資産合計 186,653 206,362

流動負債 44,253 51,344

固定負債 37,918 43,441

純資産合計 104,481 111,575

負債・純資産合計 186,653 206,362

▪連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

科　目 前中間期 当中間期
自 2012年4月 1 日
至 2012年9月30日

自 2013年4月 1 日
至 2013年9月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,228 6,349

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 5,014 △ 13,027

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,132 6,147

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 169 75

現金及び現金同等物の増減額‌
（△は減少額） △ 88 △ 454

現金及び現金同等物の期首残高 4,532 6,268

連結除外に伴う現金及び‌
現金同等物の減少額 − △ 1

非連結子会社との合併に伴う‌
現金及び現金同等物の増加額 − 25

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,443 5,837

▪総資産／自己資本比率

2,000

500

1,000

1,500

20

40

60

80

2012.3 2013.3 2013.9

1,866
2,063

1,854

55.0 52.0
50.3

総資産
（億円）

自己資本比率
（％）

http://www.dmgmoriseiki.co.jp/ir
詳細情報は DMG森精機  投資家 検索
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連結財務諸表（要旨）



 株式数（千株） 株主数（名）
■個人・その他 42,875 37,540
■外国法人等（個人以外） 35,273 215
■金融機関 26,077 48
■自己名義株式 7,875 1
■その他の法人 5,155 240
■金融商品取引業者 1,190 39
■外国法人等（個人） 26 17

 株式数（千株） 株主数（名）
■100万株以上 51,745 17
■50万株以上 14,103 19
■10万株以上 16,197 76
■5万株以上 4,019 56
■1万株以上 7,049 423
■5千株以上 4,315 714
■1千株以上 14,074 8,812
■5百株以上 2,913 4,937
■5百株未満 4,056 23,046

所有者別分布状況

所有株式数別分布状況

▪会社の概要  2013年9月30日現在
会 社 名 DMG森精機株式会社（DMG MORI SEIKI CO., LTD.）

※2013年10月1日付で社名を変更しました

資 本 金 41,132百万円
設 立 1948年10月
本 店（ 登 記 上 ） 奈良県大和郡山市北郡山町106番地
名 古 屋 本 社 〒450-0002　名古屋市中村区名駅2丁目35-16

TEL：052-587-1811㈹

東 京 支 社 〒108-6018　‌�東京都港区港南2丁目15番1号‌
品川インターシティA棟  18階

TEL：03-5460-3570㈹

主 な 事 業 内 容 工作機械（マシニングセンタ、数値制御装置付旋盤及びその他の製品）の‌
製造及び販売

従 業 員 2,675名（個別）／4,218名（連結）
ホ ー ム ペ ー ジ http://www.dmgmoriseiki.co.jp/

▪役員  2013年9月30日現在
取 締 役 社 長 ※ 森　　　 雅　彦
取 締 役 副 社 長 ※ 近　藤　 達　生
専 務 取 締 役 玉　井　 宏　明
常 務 取 締 役 高　山　 直　士
取 締 役 佐　藤　 壽　雄
常 勤 監 査 役 内ヶ崎　 守　邦
監 査 役 加　藤　 由　人
監 査 役 栗　山　 道　義

（注）‌�1.※印は、代表取締役を示しています。‌
2.監査役の加藤由人、栗山道義の両氏は、社外監査役です。

発行可能株式総数 300,000,000株
発行済株式の総数 110,599,739株（自己株式7,875,573株を除く）
単 元 株 式 数 100株
中間期末株主数 38,100名

▪株式の状況  2013年9月30日現在

大株主
株　主　名  持株数（千株） 持株比率（％）

GILDEMEISTER AG　ギルデマイスター アーゲー
（常任代理人　クレディ・スイス証券株式会社） 10,662 9.64

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 5,677 5.13
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 4,660 4.21
森　雅彦 3,540 3.20
ザ バンク オブ ニューヨーク － ジャスディック トリーティー アカウント
（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済営業部） 3,406 3.08

森　智恵子 2,287 2.07
野村信託銀行株式会社（投信口） 2,045 1.85
森　優 1,795 1.62
森精機製作所従業員持株会 1,515 1.37
株式会社山善 1,500 1.36
（注）‌�1.当社は、自己株式（7,875,573株）を保有しておりますが、上記大株主からは除いております。‌

2.持株比率は自己株式を控除して計算しております。‌
3.森精機製作所従業員持株会は、2013年10月1日にDMG森精機従業員持株会に名称変更しております。

2013年9月30日現在
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会社データ



ホームページをリニューアルしました。

当社ではホームページにて当社の企業
情報を随時開示しています。
製品紹介、各種リンク、サポート情報等を
掲載しているほか、IR情報のサイトでは
決算短信等がご覧いただけます。

http://www.dmgmoriseiki.co.jp
TOPページ IRページ

株主メモ

（ご注意）
1．‌�株券電子化に伴い、株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手
続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で
承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せくだ
さい。株主名簿管理人（三井住友信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意
ください。

2．‌�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託
銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱
UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にても
お取次ぎいたします。

3．‌�未受領の配当金につきましては、三井住友信託銀行本支店でお支払いいたします。

事業年度 4月1日〜翌年3月31日

期末配当金受領株主確定日 3月31日

中間配当金受領株主確定日 9月30日

定時株主総会 毎年6月

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社

同連絡先 〒168ｰ0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話：0120ｰ782ｰ031（通話料無料）

特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社
電話：0120ｰ094ｰ777（通話料無料）

上場証券取引所 株式会社東京証券取引所　市場第1部

公告の方法 電子公告により行う

公告掲載URL
http://www.dmgmoriseiki.co.jp
（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを
得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）


